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（５）第 2 回宮古島市観光推進協議会資料 

   



34 
 

 



35 
 



36 
 

 

  



37 
 



38 
 



39 
 



40 
 



41 
 



42 
 



43 
 



44 
 



45 
 



46 
 



47 
 



48 
 



49 
 



50 
 



51 
 



52 
 



53 
 



54 
 



55 
 



56 
 



57 
 



58 
 



59 
 



60 
 



61 
 



62 
 



63 
 

 

  



64 
 

（６）宮古島市伊良部地区住民説明会 
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議事録 
 
業務 伊良部牧山公園活用基本構想意見交換会 
日時 令和 6 年 11 月 12 日（水）17:00～18:00 
場所 宮古島市伊良部屋外運動施設（伊良部球場）会議室 

出席者 
伊良部島関係者 4 名 
宮古島市観光商工スポーツ部 観光商工課 砂川課⾧、洲﨑係⾧、譜久島主事 
JTB 総研岩佐、橋本 

資料 ・伊良部牧山公園活用基本構想（案） 
 
１．開会 
（観光商工課:譜久島主事） 
・本日は牧山公園活用基本構想の説明を行い、その内容についてご意見をいただきたい。 
 
２．挨拶 
（観光商工課:砂川課⾧） 
・考えていることは皆一緒で、伊良部の重要なコンテンツである牧山展望台を、素晴ら
しいものにしていきたいということと思われる。本日はざっくばらんに話し合い、牧山
公園について一緒に考えていきたい。最初に事務局より牧山公園の基本構想案について
説明をお願いしたい。 

 
３．伊良部牧山公園活用基本構想について 
（JTB 総研:橋本） 
・資料にもとづいて説明。 
 
４．質疑応答・意見交換 
（観光商工課:砂川課⾧） 
・何かお聞きしたいこと、意見などがあれば伺いたい。 
（参加者） 
・個人的な意見だが、2 階の部分で食べ物があるところに足湯があるのはどうなのか。別
にしてはどうか。物販も多めにして、商工会の会員が作っている特産品を置いてはどう
か。 

・展望台から多良間が見えることを売りにして、コイン式の双眼鏡を置いてはどうか。
隣の島が見えればテンションが上がる。 

・サシバのモチーフは踏襲するべきだ。サシバの島なのでサシバの形にしたら良い。 
・空港にもあるような花笠はどうか。宮古らしいのではないか。 
・USJ の入り口のようにサシバがいても良い。 
・サシバの目から海が見えるようにしてはどうか。 
・南城市、石垣市に行くが、指定管理で地元の人が入っていることが良い。地元の家族
がご飯を食べていて、地元の話ができる。地元の人が入れるようにしてはどうか。きれ
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いなパッケージのお土産も良いが、島のおばあが野菜を売っていても良い。駐車場は地
元の人が管理してくれると良い。 

・崖を結ぶロープウェーはどうか。 
・2 階はカフェキッチンではなく、万座毛のように何店舗も入れるようにしてはどうか。
万座毛は 1 階にアパレルがあり、2 階に飲食店がある。その先から岬に行く。そのよう
な感じはどうか。 

・おにぎりをテイクアウトして広場などで食べても良い。 
・敷地が大きいと維持費がかかり、除草費用が高くなる。除草剤を使うのか。 
（アドバイザー:石田） 
・広い敷地の植栽環境が大事になる。建物がきれいになっても周辺を手入れしないと意
味がない。 

（参加者） 
・施設整備だけでなく、運営までしっかりと行ってもらいたい。 
・出店する事業者を増やせば、家賃で維持費を賄えて管理をしやすくなる。 
・大きくなると管理がしづらくなる。入れられるだけ入れてはどうか。 
・修繕、管理費を試算してからテナント料を決めれば、地元の人も入りやすい。 
（JTB 総研:岩佐） 
・指定管理を取りまとめてくれる地元の事業者がいれば良い。 
（参加者） 
・規模が大きいのでできる事業者は限られてくる。内地の人が来ることになる。地元の
人はこのような施設を運営したことがない。地元の人がやりやすいような形にして渡し
てくれれば良い。地元を出た若い人が帰ってくるのでも良い。プロモーションの方法も
難しい。 

・ビジネスシーンでの活用は考えていないのか（※伊良部島でユニークベニューを検討
中）。 

（JTB 総研:岩佐） 
・どちらかというと観光客向けだ。発端は数年前に伊良部で観光客向けに行った調査だ。
橋が架かって人が来るようになったが、滞在時間が短く、島内で買ったり食べたりせず
に帰ってしまっていた。時間を使ってもらう場所が必要だ。住民の方向けにも満足でき
る施設にしたい。 

（参加者） 
・地元の人が来るようにということでは、いくらでもアイデアが浮かぶが予算の問題が
ある。 

（観光商工課:砂川課⾧） 
・遊べる公園としては、何が欲しいのか。 
（参加者） 
・現在提案いただいた遊具があるだけでありがたい。駐車場が無料であればなお良い。 
・土産店か。現状では下地島空港、宮古島のドンキホーテ、スーパーなどで買っている。
伊良部で伊良部のものを買うには海の駅があるが、海の駅をもっと大きくしたようなも
のにしてはどうか。海の駅は販売スペースが限られる。コアなお土産店があれば良い。 

・北部の土産店はその場で土産品を作っていた。 
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・広場で作っていても良い。おばあがワークショップをしてはどうか。 
（JTB 総研:橋本） 
・入り口に使われていない小屋がある。トイレがないので、トイレ兼土産店、電動カー
トの受付を考えている。海の駅とバッティングするべきではないと考えている。カート
があるのでカフェをメインにしても良いのではないか。県立自然公園は県の計画があり、
今の建物と違う大きさのものを建てると認められない場合がある。 

（参加者） 
・トライアルキッチンがあれば入って弁当を売ることができる。生活に溶け込んだ飲食
物があれば地元の人にも来てもらえる。伊良部の料理本があるので、それを使って子ど
もたちにご飯を提供したいが製造許可を取っておらずできない人がいる。一般消費者も
買えれば呼び込める。商工会では物を作る人はいるが小さく場所もない。作る人を集め
る。フードバンクのように規格外の野菜を売ってはどうか。地元の野菜が地元に出回ら
ない。今は余った野菜をもらう程度だ。農家も上げる文化から脱却する必要がある。稼
ぐ力を向上するべきだ。最近は無人販売が出来てきて稼いでいる。商工会では次年度に
地元の食材を使った管理栄養士の 500 円の弁当を検討している。地元の食材が入ってい
ると地産地消に繋がる。1 階の展示について、20 年でサンゴが白化すると言われており、
現在サンゴの養殖に取組んでいる。画面でリアルに養殖の場所を映して伝えてはどうか。
テレビ一つで良い。もずく業者の漁場を映して流してはどうか。リアルタイムで更新で
きる現状を伝えるものを置いてはどうか。スマートに展示ができる。漁師の様子を見せ
て人材育成をしてはどうか。良いところと共に課題も伝える。観光と産業と人材育成を
繋げれば、どこにもないものになる。三線の曲を流しても良い。ロボットが三線を弾い
ているところもある。人にフューチャーしたものと自然についてのものがあれば魅力と
課題が伝わる。 

・伊良部の方言は独特のイントネーションがある。案内の人がなまっているとおもしろ
い。 

・海の岩（磯）の名前をすべて言えるおばあがいる。その人が亡くなる前に動画を撮っ
ておく。 

・文化に関して、公園近くにある墓をどうするか。 
・観光客は地元の人が食べているものを食べたがる。 
・海水から塩分を取る漁師飯はどうか。 
・駐車料金を取るならそれなりの価値を提供する必要がある。 
・望遠鏡があると良い。 
・1 階の展示内容については、教育委員会から話を聞けるのか。対象は学生だけではない。
伊良部島のコアなファンが立ち寄る場所になる。 

・観光地を紹介すれば島内を周遊するかもしれない。 
（JTB 総研:岩佐） 
・団体客のバスが行く場所をきちんと整理する必要がある。バスの駐車場もできればと
考えている。 

（参加者） 
・現状で 3～4 台しかバスが停められない。滞在時間は佐良浜で 10 分、通り池が 40 分、
牧山が 20 分か。トイレがある場所ではないとバスは停まらない。まれに渡口の浜があ


